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2011年４月から始まった「第17回統一地方選挙」
が、５月22日告示、５月29日（日）投開票の島原市
議会議員選挙で終了しました。
最後の選挙となった島原市議会議員選挙には、連合
長崎は２名の立候補者を推薦し、地協を越えた取り組
みを全力で行いましたが、残念ながら２名の推薦候補
者のうち1名の推薦候補者を市議会に送ることが出来
ませんでした。

「第17回統一地方選挙」

ご協力ありがとうございました
島原市議会議員選挙「２名の当選ならず！」

島原地協を中心に全組織・全組合員が一丸となった
運動を展開していただきました。みなさんのご協力に
感謝します。本当にありがとうございました。

〈島原市議会議員選挙　開票結果〉
草野　勝義（私鉄総連） 当選10位　　1,186票
山下　博正（組織外） 落選 857票
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第17回統一地方選挙連合推薦・支持候補者の開票結果
■長崎市選挙区（定数14）
渡辺　敏勝（基幹労連）12,815票　当選 3 位
深堀　　浩（電力総連）11,841票　当選 7 位
陣内　八郎（自治労） 10,042票　当選11位
高比良末男（基幹労連） 9,751票　当選13位
金子三智郎（建設長崎） 6,498票　落選

■西彼杵選挙区（定数２）
浜口　俊幸（基幹労連） 無投票　当選

■諫早市選挙区（定数４）
山口　初實（基幹労連）11,000票　当選 3 位

■佐世保市選挙区・北松（定数９）
吉村　庄二（自治労） 11,685票　当選 5 位
久野　　哲（基幹労連）10,675票　当選 6 位
山田　朋子（組織外） 10,222票　当選 8 位

■大村市選挙区（定数３）
高見　　健（全水道） 10,403票　当選 2 位

■島原市選挙区（定数２）
楠　　大典（組織外） 無投票　当選

■松浦市選挙区（定数１）
友田　吉泰（基幹労連） 7,532票　当選

■五島市選挙区（定数１）
山田　博司（組織外） 12,280票　当選

■対馬市選挙区（定数１）
永留　邦次（自治労） 6,093票　次点

■南松浦郡選挙区（定数１）
末竹　和行（組織外） 6,847票　次点

■西海市選挙区（定数１）支持　　
田崎　耕太（組織外） 4,910票　次点

《長崎市長選挙》
田上　富久（組織外）150,842票

《長崎市議会議員選挙　定数40》
野口　達也（私交通） 4,839票　当選 6 位

池田　章子（日教組） 4,371票　当選 9 位
吉村　正寿（自治労） 4,269票　当選10位
平戸都紀子（組織外） 4,260票　当選11位
中村　照夫（JP労組） 4,133票　当選20位
梅原　和喜（基幹労連） 4,034票　当選22位
井上　重久（基幹労連） 3,888票　当選23位
西田　実伸（基幹労連） 3,802票　当選26位
源城　和雄（基幹労連） 3,615票　当選30位
五輪　清隆（基幹労連） 3,570票　当選32位
川瀬　隆文（情報労連） 3,467票　当選33位
馬場　尚之（基幹労連） 3,462票　当選34位
鶴田　誠二（自治労） 3,157票　当選39位

《佐世保崎市議会議員選挙　定数36》
久野　秀敏（基幹労連） 4,019票　当選 1 位
柴山　賢一（基幹労連） 3,515票　当選 4 位
片渕　雅夫（基幹労連） 3,315票　当選 7 位
山下　隆良（基幹労連） 3,121票　当選10位
小野原　茂（基幹労連） 2,869票　当選21位
永田　秀人（自治労） 2,717票　当選25位
速見　　篤（組織外） 2,707票　当選27位
古家　　勉（自治労） 2,608票　当選29位
早稲田矩子（日教組） 2,566票　当選32位

《大村市議会議員選挙　定数25》
大崎　敏明（組織外） 1,314票　当選20位
水上　　亨（自治労） 1,262票　当選21位
村上　信行（組織外） 1,147票　当選25位

《時津町議会議員選挙　定数16》
山口　一三（基幹労連） 999票　当選 3 位

《長与町議会議員選挙　定数20》
西田　　敏（基幹労連） 無投票　当選　　
安部　　都（組織外） 無投票　当選
分部　和弘（基幹労連） 無投票　当選
饗庭　敦子（組織外） 無投票　当選
内村　博法（基幹労連） 無投票　当選　
佐藤　　昇（組織外） 無投票　当選

《島原市議会議員選挙　定数21》
草野　勝義（私鉄労連） 1,186票　当選10位
山下　博正（組織外） 857票　落選
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連合九州ブロックは、４月16日から「連合九州ブ

ロックボランティアチーム」を派遣しています。これ

に伴い、連合長崎から４名が５月10日（火）～18日

（水）の日程で、福島県郡山市（会津ベースキャンプ）

にボランティアとして参加してきました。今後も６月

19日（日）～27日（月）の日程で１名、６月27日（月）

～７月３日（日）の日程で１名が参加する予定です。

今後、被災地では長期間にわたるボランティア活動

が必要となることから、連合は７月30日（土）までの

ボランティア派遣を中央執行委員会で確認しました。

連合長崎として今後も継続してボランティア要員を派

遣していく予定です。

５月10日（火）～17日（火）の
ボランティア活動の報告！

派遣期間：2011年５月10日（火）～18日（水）

派 遣 者：倉田　朋幸（都市交）

井川　龍馬（基幹労連）

本多副事務局長

松井副事務局長

【活動内容】

１日目：５月10日（火）

連合本部に11時30分に集合し、ボランティ

ア活動に関するオリエンテーションが行なわ

れた。その後12時にバスで福島県猪苗代町の

ベースキャンプに向かった。ベースキャンプ

には16時ころ到着し16時５分から迎え入れ式

が行なわれ、連合福島の会長から現況の報告

を受けた。

80,000人が避難しており、内訳は公共施設

に10,000人、ホテル・旅館に23,000人（一

泊二食5,000円）で、県外への避難者が47,000

人となっている。→連絡が取れず、義援金の

支払いなどが出来ない。

２日目：５月11日（水）

７時30分ベースキャンプを出発し、郡山の

集合場所に行き福島市飯坂町にある「パルセ

いいざか（公共施設）」で避難民に対し昼食用

の味噌汁の炊き出しを行なった。「パルセいい

ざか」には120名の避難民が滞在されていた

が、昼間は90名程度になる。ただ、温かい汁

物はこの炊き出しでしか食べられないようで、

避難民からはある程度の評価をもらっている

ようである。

３日目：５月12日（木）

前日と同じ行程で「パルセいいざか」に移

動し炊き出しを行なった。メニューはたまね

ぎスープであったが、具が多すぎてスープで

はなく煮込み野菜のようになった。

４日目：５月13日（金）

松井は前日と同じ作業を行なった。倉田、

井川、本多の３名は会津若松市の支援物資セ

連合長崎ボランティアレポート連合長崎ボランティアレポート　VOL．１VOL．１

「東日本大震災」復興支援ボランティア活動の取り組み

連合長崎ボランティアレポート　VOL．１

連合本部第６陣として被災地に出発

炊
き
出
し
作
業
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ンターで仕分け作業を行なった。仕分け作業

の内容は体育館で配送される支援物資の整理

と、被災者に対して配布を行なうことである。

５日目：５月14日（土）

二箇所の炊き出しが行なわれなかったので、

参加者の半分が休みになった。連合長崎の４

名は休みとなったので、相馬市に行き被災地

の実情を見ることにした。被災地に入るとテ

レビ等の報道以上の現実を目の当たりにして、

４名それぞれが強い衝撃を受けた。

救
援
物
資
は
体
育
館
で
保
管
さ
れ
被
災
者
に
配
布
さ
れ
る

福島県相馬町の現況
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６日目：５月15日（日）

二箇所の炊き出しがこの日も行われなかっ

たので、半分の参加者が休みになった。連合

長崎の４名は昨日が休みだったので、この日

は翌日の炊き出しに使用する野菜の仕込みを

行なった。

７日目：５月16日（月）

倉田、本多、松井は「パルセいいざか」で

炊き出しを行い、井川は春山小学校（避難所）

で160食分の炊き出しを行なった。

８日目：５月17日（火）

倉田、本多は農業センター（避難所）で炊

き出しを行い、井川、松井は林業センター

（避難所）で炊き出しを行なった。

この日がボランティア活動の最終日となっ

ていたので、活動が終了後18時15分から、解

団式と懇親会が行なわれた。参加者は顔馴染

みになっていたので、懇親会は活発な意見交

換の場になった。

９日目：５月18日（水）

６時30分にホテルを出発し、連合本部に10

時30分に到着。九州ブロックから第７陣に参

加する仲間に申し送りを行い帰路についた。

【参加者の感想】

倉田　朋幸（都市交：長崎交通労組）

後方支援ボランティア活動では、被災者と

接する事で、被災者の方がどのような生活を

されているのかが良く分りました。大変な苦

労をされている生活している事、また、避難

所によって支給される食事が違っており、ど

うしてこんなに違いがあるのかと感じまし

た。物資の支給場所でも被災者の苦労してい

る生活が良く分りました。

今回のボランティア活動は、宿舎から活動

する場所までの移動時間が長くかかりまし

た。その移動時間の長さ等をもっと効率的に

使うともっといろんな活動が出来たのではな

いかと思っています。

井川　龍馬（基幹労連：三菱長船支部）

今回、ボランティア活動に参加して色々な

事を経験する事ができました。避難所では被

災者の当時の話を聞いたり、沿岸部の被災地

を自分の目で見て、テレビでは何度も観てい

る光景でしたが、改めて自然災害の恐ろしさ

を感じました。復旧復興まではまだまだ先は

見えませんが、今後も自分にできる事があれ

ば進んでやっていきたいと思います。

タ
レ
ン
ト
と
バ
ッ
タ
リ
！

連合ボランティア第６陣　第６班（連合長崎４名と
ＪＩＬＡＦ職員１名）後方は避難所となっている
「ビッグパレットふくしま」
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速報248号の４ページ「第10回フォトコンテストの実施要領」の中で、審査員　桝田憲二様（県労福協
事務局長）の名前を誤って舛田憲二様と記載していました。お詫びして訂正させていただきます。

東日本大震災被災地へ東日本大震災被災地へ
　　　　　玄米を届けました！　　　　　玄米を届けました！

【お詫びと訂正】【お詫びと訂正】【お詫びと訂正】

　連合長崎執行委員が交代します。

　構成組織の事情により役員の交代がありました。これに伴

い連合長崎執行委員についても右記のとおり交代します。

　2011年５月20日開催の「2011年度連合長崎第８回執行

委員会」で確認。

《退任執行委員》

酒井　啓介
（私鉄総連）

《新任執行委員》

田島　広明
（私鉄総連）

→

東日本大震災被災地へ東日本大震災被災地へ
　　　　　玄米を届けました！　　　　　玄米を届けました！
東日本大震災被災地へ
　　　　　玄米を届けました！

　壱岐地協がイベントで使用する予定で収穫した米が、イベントが中止になったことで使用できなくなりま
した。「このまま保管しても壱岐地協や連合長崎では使用する機会がないこと」と、「精米より玄米のほうが保
存に適しているため利用価値は高いということ」から、被災者の皆さんへの炊き出しに使用してもらうため、
福島県のＮＰＯ法人（ハートネットふくしま）に送付しました。
送付量 ： 210kg（30kg×７袋）
送付先 ： 名称　NPO法人　ハートネットふくしま（福島県郡山市方八町2丁目7－1　サンエスビル301号）

　今年も６月23日（木）～24日（金）の平和行動in沖縄を皮切りに、広島・長崎・根室と平和運動が展開
され、連合長崎も積極的に参加します。
皆さまの積極的なご協力をお願いします。
■ 広島　８月４日（木）～６日（土）　広島県広島市
　　　　  ・平和行進　　・核兵器廃絶ヒロシマ大会　　・ピースウォーク、セミナー
■ 長崎　８月７日（日）～９日（火）　長崎県長崎市
　　　　  ・核兵器廃絶ナガサキ大会　　・ピースウォーク　　・平和シンポジウム
■ 根室　９月中旬　北海道根室市
　　　　  ・フィールドワーク　　・平和集会

g（ g 袋）
NPO法人　ハートネットふくしま（福島県郡山市方八町2丁目7－1　サンエスビル301号）

ワクチンを送りました！
（エコキャップ回収運動）

　連合長崎では、年間を通じて行うボランティア活動（福祉・環境ボランティア）の一環として、ペットボトル
の蓋を回収しリサイクル業者に引き取っていただき、その売却益を「エコキャップ推進協会」を通じて、途上国
の子どもたちにワクチンを送る活動とCO2削減活動を併せて行っています。
　今回は2010年２月26日～2011年２月15日までに回収したキャップ3,768kg分の売却益37,680円を
納付しました。
《回収実績》　2010年 2 月26日 …… 590kg　　2010年 4 月13日 …… 340kg
　　　　　　2010年 6 月14日 …… 310kg　　2010年 7 月28日 …… 224kg
　　　　　　2010年 8 月31日 …… 340kg　　2010年11月 2 日 …… 780kg
　　　　　　2010年12月28日 …… 834kg　　2011年 2 月15日 …… 350kg


